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１．基本的事項 
 

(1)原稿体裁と分量 

・原稿用紙サイズはＡ４サイズとする． 

・マージンは上辺19mm，下辺24mm，左右とも20mmとする． 

・冒頭部を除き，基本的に52字×48行の２段組（片段25

字＋段間２字(約6mm)＋片段25字）とする． 

・使用言語は日本語もしくは英語とする． 

・ワープロ・タイプの原稿を原則とし，本文・表におけ

る文字の手書きは認めない（スケッチやスケッチ等の一

部に手書き文字が含まれる図をスキャナ入力にて使用す

ることは構わない）． 

・原稿はモノクロ原稿を基本とする．ただし出版費用増

加分の著者負担を前提にカラー原稿も受理・掲載する． 

・原稿は図表を含め6頁以上12頁以内とする． 

・全ページにわたりページ番号は付さない． 

・投稿はPDFによるWEB投稿に限る． 

 

 

２．原稿構成と書き方 

 

(1)タイトルページ 

タイトル，著者，所属，連絡先住所，E-mailアドレス，

アブストラクト，キーワードは横１段に収める．タイト

ル部分の左右のマージンは本文の左右のマージンよりも

それぞれ10mmずつ大きくとる． 

a)タイトル 

タイトルについて，上部マージンより約10mmのスペー

スをとり，配置はセンタリングとする．和文タイトルを

記載後，改行し続けて英文タイトルを記入する．フォン

トは和文はゴシック体20pt，英文はTimes14ptとする． 

b)著者名 

タイトルより約15mmのスペースをとり，明朝体12ptフ

ォント，センタリングで配置する．連名者がいる場合は

「・」により区切り，著者名と以下の所属とを肩付き数

字で対応付ける． 

c)所属 

所属の部分は，著者名より約5mmのスペースをとり，

土木学会会員区分，学位，所属機関名，住所を併記する

（住所は括弧でくくる）．続けて改行しE-mailアドレス

を記入する．フォントは明朝体9pt，センタリングで配

置する．連名者がいる場合は1名分ずつ改行して記載し，

著者名と肩付き数字で対応付ける． 

d)アブストラクト 

アブストラクトは本文の言語によらず英文300単語

（上限）とする．所属より約10mmのスペースをとり，

Times10pt，センタリングで配置する． 

e)キーワード 

この執筆要領は論文集 No.2 用のもの

です。 

No.3 以降には用いないでください。 



 

論文に深く関わる用語を2行以内，英語で記載する．

アブストラクトより約5mmのスペースをあけ，Times10pt，

イタリック体，左寄せで配置する．'Key Words :'という
文字はボールドイタリック体とする． 

 

(2)本文 

a)配置・フォント 

キーワードから約10mmのスペースをとり２段組の本文

を書き出す．本文の文字は明朝体10ptフォントを用いる． 

b)脚注および注 

脚注や注はできるだけ避け，本文中で説明するか，本

文の流れと関係ない場合には付録として本文末尾におく． 

c)見出し 

見出しは章，節，項の３段階とし，フォーマットは章

[１．，２．，３．･･･]，節[(1)，(2)，(3)･･･]，項[a)，

b)，c)]とする．スペースについては，章の見出しは上2

行，下に1行あけるものとする．節の見出しは上のみ1行

あけるものとする．項の見出しは上下にスペースは不要．

フォントは章(11pt)，節(10pt)，項(10pt)ともにゴシッ

ク体とする． 

ｄ)句読点 

和文の場合でもカンマ「，」とピリオド「．」を用い

る．句読点「、」「。」は使用しない． 

 

(3)数式および単位系 

数式は本文と独立している場合でも文中に挿入されて

いる場合でも同じ数式用のフォントを用いる．本文と独

立した数式はセンタリングし，式番号は括弧書きで右詰

とする． 

単位は原則としてSI単位を使用する． 
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(4)図表，写真 

a)図表の配置 

原則として図，表，写真の横には本文テキストを組み

込まない（1段もしくは2段の幅すべてのスペースを活

用）．1頁すべてを１つの図表・写真で使用する場合，

頁に対し横向きに配置するのも可．この場合キャプショ

ンも横向きにする．見開き両頁で合わせて見せるような

ことは避ける（図-2）． 

b)写真について 

 画像形式データもしくはスキャナ入力したものを原稿

中にレイアウトし貼り付ける．印刷したときに鮮明なも

のとなるか解像度に注意を要する（100万画素以上）． 

c)キャプション 

図および写真の場合は，「図-1 Aに関する図」のよう

に記載し，図-○の部分はゴシック体9pt，それ以外は明

朝体9ptとする．配置は図もしくは写真の下でかつ左寄

せとする．表についても同様に「表-1 Bに関する表」の

ように記載し，配置は表の上でかつ左寄せとする． 

d)引用および加筆 

図，表，写真を他の著作物から引用する場合は出典を

明記し，事前に原著者の了承を得ることが必要である．

また引用図表に修正・加筆をした場合はその旨記載する． 

 

(5)参考文献の引用とリスト 

a)引用とリストの配置 

参考文献は出現順に番号を振り，原稿末尾に結論から

1行あけてリストとして示す．引用箇所ではその番号を

このように1)右肩に右括弧付き数字で示す． 

b)ホームページアドレスの扱い 

参考文献は公開後に時間が経過してもたどれるものだ

けとする．したがってインターネット上のホームページ

や私信などを参考にした場合は文末の参考文献でなく本

文中に示す． 

c)リストのフォーマット 

著者名，雑誌名（書名），巻号，ページ，発行年の順 

図-1 図および写真のキャプションは左寄せ，図下に配置す

る．長い時はインデントして折り返す． 

 

表-1 表のキャプションは左寄せ，表上に配置する．長い時

はインデントして折り返す． 
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に記載する．英文雑誌の氏名の書き方は，姓, イニシャ

ルとする．著者数が多い場合でも全ての著者名を記載す

る（本文中での引用については第一著者のみを書き，あ

とを"ほか"もしくは"et al"などと省略しても構わな

い）．単行本の場合は，著者名，書名，ページ，発行所，

発行年とする．英文の単行本の場合は，書名は各単語と

も頭文字は大文字とする．雑誌名，書名はイタリック体

にする． 

d)参考文献のフォント 

 「参考文献」の文字をゴシック体10ptで記載し，改行

してからリストを配置する．日本語文献は明朝体9pt，

英語文献はTimes9pt 

 

(6)謝辞について 

謝辞は結論の後に1行空けて置く．見出しとコロンを

ゴシック体10ptで書き，その直後から明朝体10ptで文章

を書き出す． 

 

 

 

 

(7)付録について 

付録がある場合は謝辞と参考文献の間にそれぞれ一行

のスペースを空けて配置する．「付録」の文字をゴシッ

ク体11ptとし，内容は10ptとする． 

 

謝辞：本研究の資料調査において***氏には多大なご協

力を頂いた．厚く謝意を表する． 

 

付録 
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